ポ オル . エルヴィユ ゥ 

岸 田國士 



千 八 百 九十 五 年、 「 鋏 」 (LesTenailles) を 発表し 

て 一 躍 劇壇の 注目 を惹 いた ポオ ル • エルヴィユ ゥ 

(P ひ ul nervieu) は、 千 八 百 九十 七 年 「人の 捉」 (LaLoi 

de rKomme) 三 幕が 国立劇場の 上演 目録 中に 加 へら 

れる 幸運 (？) を 担 ひ、 次で 千 九 百 一 年、 ヴォ オト ヴィ 

ル 座に 於け る 「炬火お くリ」 (La Course du 

Flambeau) 四 幕の 素晴らしい 舞台 的 成功に よって、 

遂に 劃時代的 劇作家の 名を肆 にした。 

彼 は、 自由 劇場の 運動から 何等の 影響 を 受けて ゐな 

い。 小説家と して、 一 面、 写実主義 的 傾向 を 有った 彼 

は、 その 戯曲に 於て、 全然 概念的な 舞台 表現 を 試み、 



この 点が 却って、 写実 万能の 当時の 劇壇に、 一 つの 新 

味と して 迎 へられた こと は 云 ふまで もない。 彼の 推賞 

者 は、 悉く 伝統主義 を 標榜す る 批評家であった こと も 

注意し なければ ならない。 

彼の 取扱 ふ 主題 は、 常に 或る 「問題の 解決」 である _ 

彼の 描く 人物 は、 悉く、 或る 「原則の 傀儡」 である。 

事件の 推移 は 飽くまで も 論理的で、 人物の 性格 は 余り 

に 類型的で ある。 彼 は 法律の 欠陥、 制度の 不合理、 道 

徳の 矛盾、 因襲の 誤り を 攻撃す るた めに、 一 切の 要件 

を 具備した 人物と、 その 関係と、 順序 正しき 事件と を 



「炬火お くり」 は、 十数 年 前、 「焰 まつり」 と 題して 翻 

訳した ものである。 

その 頃の 私と、 今の 私と は、 此の 作品に 対する 考へ 

方 もす つかり 変って ゐる。 

それにしても、 仏国 近代劇の 史的 研究から、 ポ オル - 

エルヴィユ ゥの名 を 除外す る こと は 不当で あり、 劇作 

家 エルヴィユ ゥの 作品から、 その 代表作と して 「炬火 

おくり」 ー篇を 選ぶ こと は、 恐らく 自然で あらう とい 

ふ 見地から、 自分の 嘗て 費した 労力 を、 無駄に したく 

ない とい ふ 未練 さも 手伝って、 今日、 これ を 本 全集 中 

に 加へ る こと を 承諾した ので ある。 
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